実習自己評価
　　　　　　　　　実習生氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	施設・機関名
	
	施設長名
	

	実習指導者名
	
	
	

	実習期間
	　　　年　　　　月　　　　日　　　～　　　　　年　　　　月　　　　日

	実習時間
	合計実習日数
	　　　　　　　日
	合計実習時間
	　　　　　　　　　　　時間

	
	評価項目
	評価

	基礎知識
	実習前に実習機関の根拠法や社会福祉法、社会福祉士及び介護福祉士法を読んだ
	１・２・３・４・５

	
	実習前の認識と実態の差異に気付き、その理由を考えることができた
	１・２・３・４・５

	
	社会福祉士の業務範囲とその理由を理解することができた
	１・２・３・４・５

	
	業務を観察し、ソーシャルワークの価値・知識・技術に気付くことができた
	１・２・３・４・５

	
	個別支援から社会改革までの広い視野をもって事象をとらえることができた
	１・２・３・４・５

	援助技術
	利用者と良好な関係を築くことができた
	１・２・３・４・５

	
	利用者に対する援助を時系列で理解することができた
	１・２・３・４・５

	
	わからないことは放置せず、職員に質問をすることができた
	１・２・３・４・５

	
	実習指導者に報告・連絡・相談を日常的におこなうことができた
	１・２・３・４・５

	
	実習記録を誤字脱字なくわかりやすく記入し、毎日提出することができた
	１・２・３・４・５

	援助者としての
姿勢
	すべての利用者に対して敬意をもって接することができた
	１・２・３・４・５

	
	利用者の力に気付く場面を体験することができた
	１・２・３・４・５

	
	実習生の立場をわきまえた利用者との対応ができた
	１・２・３・４・５

	
	他職種の意見を聞き、ネットワーク形成を具体的に考えることができた
	１・２・３・４・５

	
	実習機関の対象者以外への支援を考えることができた
	１・２・３・４・５

	自己理解と
仕事上の責任
	自分の感情に気付き、統制するように心がけることができた
	１・２・３・４・５

	
	資格取得後の進路や自分の適性を考えることができた
	１・２・３・４・５

	
	場に適した身だしなみや言葉づかいをすることができた
	１・２・３・４・５

	
	多忙でも正しい礼儀をもって利用者や職員に対応することができた
	１・２・３・４・５

	
	実習計画にしたがい、日々目的をもって実習に臨むことができた
	１・２・３・４・５

	
	※評価　　1:全くできていない　２：ほとんどできていない　３：どちらともいえない　４：ほぼできている　５：完璧にできている

	
	合計点
	　　　　/１００

	自由記述欄
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